　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成２９年３月１５日

平成２８年度学校評価（後期）を振り返って　　　　　　　　　　
京都市立洛央小学校

校　長　森　江里子
　
学校評価にご協力ありがとうございました。

　
平成２８年度学校評価（後期）の集計結果をお知らせします。

　今回，保護者の皆様，児童（低，高学年別），教職員による評価（振り返り）をアンケート形式でご協力いただき，保護者の皆様には全児童数の９６％のご回答をいただきました。ありがとうございました。
　保護者の皆様からいただきました評価の総ての内容一つひとつにつきましては全教職員が目を通させていただきました。学校といたしましては集計結果を真摯に受け止め，教育活動の改善に繋げていくように活用させていただきたいと考えております。
「４」そう思う　「３」大体そう思う　「２」あまりそう思わない　「１」そう思わない


保護者　　　　　　　児童（高学年）　　　児童（低学年）　　　教職員　
「４」３１％　　　　「４」６６％　　　　「４」９１％　　　　「４」４３％
「３」５８％　　　　「３」２８％　　　　「３」　７％　　　　「３」５７％
「２」　９％　　　　「２」　４％　　　　「２」　１％　　　　「２」　０％
「１」　２％　　　　「１」　２％　　　　「１」　１％　　　　「１」　０％
　前期と同様に高学年児童も低学年児童も９０％を超える児童が「わかった」と実感できているという結果となりました。例年，学習が難しくなる後期は，数値が下がる傾向にありますが，低学年児童は『「４」そう思う』との回答が前期の８４％から９０％を超える結果となりました。

前期の好結果を受け，「日々の子どもたちの学びを細かく観察し，適切に評価して，常に指導の改善を図り続けていきたい」と考え，指導力向上のための校内研修を行う等，指導力向上に向けて組織的に努力してきましたが，『「２」あまりそう思わない』『「１」そう思わない』との回答も真摯に受け止め，さらに努力していきたいと考えています。

保護者　　　　　　　児童（高学年）　　　児童（低学年）　　　教職員　

「４」３２％　　　　「４」３６％　　　　「４」４７％　　　　「４」５３％

「３」４３％　　　　「３」３５％　　　　「３」３４％　　　　「３」４７％

「２」２２％　　　　「２」２２％　　　　「２」１３％　　　　「２」　０％

「１」　３％　　　　「１」　７％　　　　「１」　６％　　　　「１」　０％
前期に比べ，保護者，高学年児童，低学年児童，教職員とも『「４」そう思う』との回答が増加する結果となりました。学力向上と美しい文字で整理されたノートづくりは非常につながりの深いものですが，先の①の結果と⑥の結果とのつながりが数値的にも表れた結果となりました。
『「２」あまりそう思わない』『「１」そう思わない』との回答は減少していますが，今後も指導を繰り返し，ノート指導の徹底を図っていきたいと考えています。お家でも宿題をしている時などに励ましの言葉をお願いします。

保護者　　　　　　　児童（高学年）　　　児童（低学年）　　　教職員　

「４」２１％　　　　「４」８２％　　　　「４」８１％　　　　「４」３０％

「３」５０％　　　　「３」１１％　　　　「３」１２％　　　　「３」６５％

「２」２７％　　　　「２」　３％　　　　「２」　６％　　　　「２」　５％

「１」　２％　　　　「１」　４％　　　　「１」　１％　　　　「１」　０％

前期に比べ，高学年児童・低学年児童とも，『「４」そう思う』『「３」大体そう思う』をあわせた数値が９０％から９３％と増加し，さらに非常に多くの子どもが将来の夢をもっている結果となりました。また，『「４」そう思う』に限定すると高学年児童は６４％から８２％，低学年児童は６４％から８１％と大幅に増加し，大変うれしい結果となりました。
本校では学校教育目標の目指す子ども像に「大きな希望を胸に抱く子」を掲げています。また，今年度はキャリア教育の全国発表の会場校として，授業の場面だけでなく，学校生活のあらゆる場面で，児童が自分の夢を持ち，将来展望に繋げていけるような働きかけを積極的に進めてきました。保護者の方の数値も少し高くなってきています。今後も本校の取組のすばらしさをより多くの方々に知ってもらえるように働きかけていきたいと考えています。

保護者　　　　　　　児童（高学年）　　　児童（低学年）　　　教職員　

「４」４０％　　　　「４」６１％　　　　「４」５４％　　　　「４」４３％

「３」５５％　　　　「３」３２％　　　　「３」３２％　　　　「３」５５％
「２」　４％　　　　「２」　５％　　　　「２」１１％　　　　「２」　２％

「１」　１％　　　　「１」　２％　　　　「１」　３％　　　　「１」　０％
高学年児童・低学年児童とも，『「４」そう思う』が一層増加する結果となりました。また，保護者の方にも前期同様，好評価をいただき，うれしい結果となりました。
「たてわり活動」は異学年集団で協力し合い活動することで仲間意識を育てること，一人ひとりの児童が，学校の一員としての自分の役割を果たしていこうとする自覚を高めることを目的として実施しています。高学年の子どもたちのあたたかい声かけや低学年を大事にする姿が色々な場面でたくさん見られています。今後も続けていきたい取り組みの一つです。

保護者　　　　　　　児童（高学年）　　　児童（低学年）　　　教職員　

「４」２８％　　　　「４」５７％　　　　「４」７０％　　　　「４」４２％

「３」５４％　　　　「３」３５％　　　　「３」２０％　　　　「３」４２％

「２」１７％　　　　「２」　６％　　　　「２」　６％　　　　「２」１６％

「１」　１％　　　　「１」　２％　　　　「１」　４％　　　　「１」　０％
高学年で９２％，低学年で９０％の児童が自分から進んであいさつができていると感じているという結果となりました。児童会の子どもたちを中心に「あいさつマイスター」などの取組を進めた結果ではないかと考えています。
保護者の方の『「４」そう思う』『「３」大体そう思う』との回答も増加しています。後期の学校評価では，子どもの教育において大切にされていること，その理由，伝え方で心がけておられることについて自由記述欄を設けましたが，その中でも「人として大切なものだから，親が率先して挨拶をし，子どもに手本を示す。」とあいさつを大切にされているご家庭が非常に多いことがわかりました。
さらに様々な取組をすすめ，いつでも，どこでも自分からあいさつができる子どもを保護者の方とともに育てていきたいと思います。

保護者　　　　　　　児童（高学年）　　　児童（低学年）　　　教職員　

「４」２３％　　　　「４」５０％　　　　「４」８２％　　　　「４」５７％

「３」６２％　　　　「３」３０％　　　　「３」１１％　　　　「３」４３％

「２」１４％　　　　「２」１３％　　　　「２」　３％　　　　「２」　０％

「１」　１％　　　　「１」　７％　　　　「１」　４％　　　　「１」　０％
　自己肯定感を持っているかどうかの設問ですが，昨年度より問いかけがかわったため，高学年では前期，少し減少していましたが，後期は増加する結果となりました。しかし，

一層，児童の優れた点を認め合い伸ばす指導が必要であることも感じられます。自由記述欄にも，保護者の方が子どもの得意なことや良い点に気付くようはたらきかけをしてくださっていることが伝わる記述がたくさんありました。

保護者のみなさんと共に考えていきたいと思います。

今年度から下記の設問を増やしました。いずれもキャリア教育の視点にたった設問です。　　

・保護者の方の回答では，設問②③⑰⑱について『「４」そう思う』『「３」大体そう思う』を合わせると８０～９０％と好結果になりました。
・高学年児童の回答では，設問②③について『「４」そう思う』『「３」大体そう思う』を合わせると９０％，また，設問⑰⑱については８０％と，いずれも前期を上回る好結果になりました。
・低学年児童の回答では，設問②③について『「４」そう思う』『「３」大体そう思う』を合わせると前期と同様８５％と好結果になりました。

・教職員の回答では，設問②⑰について『「４」そう思う』『「３」大体そう思う』は１００％，設問③⑱については９０～９５％と好結果になりました。
◆自由記述欄について

　後期は，自由記述欄を設け，子どもの教育において大切にされていること，その理由，伝え方で心がけておられることをお尋ねしました。その中のいくつかをご紹介しますので，
参考にしていただければと思います。
　たくさんの保護者の方に書いていただいたこと

　他にも，下記のような記述がありました。

　他にも，下記のような記述がありました。
更に，学年が上がるにつれて，下記のような記述がありました。

①子どもに基礎・基本となる学力がついていると思われますか。（保護者）


先生は，わかりやすく教えてくれますか（児童）


児童に基礎・基本となる学力がつくよう指導していますか。（教職員）





⑥子どもはノートに美しく，正しい字を書こうとしていると思われますか。（保護者）


いつもノートに美しく，正しい字を書くように心がけていますか（児童）


児童に，いつもノートに美しく，正しい字を書くよう指導していますか。（教職員）





⑩子どもは将来の夢をもって学校生活を送っていると思われますか。（保護者）


将来の夢をもっていますか。（つきたい職業だけでなく○○な人になりたい，でもよい）（児童）


児童が自分の将来の夢をもって学校生活が送れるよう指導・支援していますか。（教職員）





⑪「たてわり活動」で子どもに助け合いの意識が養われていると思われますか。（保護者）


「たてわり活動」では，他学年の人と助け合って活動していますか。（児童）


児童が「たてわり活動」で助け合って活動できるよう指導していますか。（教職員）





⑫子どもはあいさつを自分から言えていると思われますか。（保護者）


あいさつは自分から言えていますか。（児童）


児童が，あいさつは自分から言えるよう指導していますか。（教職員）





⑯子どもに得意なことや良い点に気付くようはたらきかけをしていますか。（保護者）


自分の得意なことや良い点に気付いていますか。（児童）


児童が自分の得意なことや良い点に気付けるよう支援・指導していますか。（教職員）





②子どもは話を聞く時，考えや気持ちを受け止めようとしていると思われますか。（保護者）


③子どもは相手が理解しやすいように，工夫しながら自分の考えや気持ちを伝えようとしていると思われますか。（保護者）


⑰子どもは問題が起きた時，次に同じような問題が起こらないように何をすればよいかを考えていると思われますか。（保護者）


⑱子どもは何かをする時，見通しをもって計画を進めたり，そのやり方についてよりよいやり方を考えたりしていると思われますか。（保護者）


（いずれも保護者用の表記ですが，同じ内容の設問で児童（⑰⑱は高学年のみ），教職員も回答しています。）





・あいさつをすること


人として大切なものだから，親が率先して挨拶をし，子どもに手本を示す。


・友達（人）を大切にすること


・相手の立場にたって考えること　　・自分がされて嫌なことはしないこと


・励ますこと　　・褒めること　　・プロセスを褒めること


・感謝の気持ちを持つこと


・親の感情で怒らないこと　　・ガミガミ言わないこと　　・頭ごなしに怒らないこと


・余裕をもって接すること





・命や自分の身体を大切にすること


・子どもの話をしっかり聞くこと　　


・親の気持ちをしっかり伝えること　　・わかりやすい言葉で伝えること　　


・地道に何度も伝えること　　・親の考えを押し付けないこと


・たくさんの経験をさせること　・できた喜びを味わわせること


・人と比べず，その子を認めること（兄弟で比べないこと）


・責任を持って，自分で考えて行動すること


・問題が起きた時，「どうすればよかった？」と自分で考えられるようにすること


・誠実であること　　・うそをつかないこと　　・自分に正直であること


・善悪の判断ができる子


・親子で過ごす時間を大切にしていること　　・親も約束を守ること　　など





・見守る　・自分のペースでさせる


・夢がかなえられるように応援する








